平成　３　０　年度
となみ散居村学習講座

　と　な　み　散　居　村　を　学　ぶ　

　
　　第　６　回　
・期　日　　平成３０年９月２８日（金）　８時３０分～１７時
・内　容　　扇状地流域見学会
　
　　　　　「　常願寺川に見る利水・治水と散居村・屋敷林　」
・講　師　　　立山カルデラ砂防博物館　専門学芸員　　菊川 茂 先生　
　　　　　　　　砺波カイニョ倶楽部　 　 柏樹直樹 先生・出村 忍 先生
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「常願寺川　　横江　頭首工」　　

1.　主　　　催　　となみ野田園空間博物館推進協議会・となみ散居村ミュージアム

２.　共　　　催　　砺波散村地域研究所
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３.　趣　　　旨　
４.　 集合時間　 　平成３０年９月２８日（土）　８時１５分まで受付
５. 　集合場所　　　となみ散居村ミュージアム情報館　（受付は研修室前）
６. 　行　　　程    ８：３０　～　　　散居村ミュージアム出発（立山IC経由、トイレ休憩）　　
　　　　　　　　　　　　９：５０　～　①　本宮堰堤（貯砂量日本有数）
　　　　　　　　　　　１０：２０　～　②　横江頭首工（用水の合口化、常西・常東用水）
　　　　　　　　　　　１０：５０　～　③　常西用水隧道出口、巨大水制群、用水神社
　　　　　　　　　　　１１：２０　～　④　殿様林、佐々堤など（歴史的治水史跡など）
　　　　　　　　　　　１１：５０　～　⑤　大場の大転石（安政の大地震）
　　　　　　　　　　　１２：３０　～　　　到着
（昼食場所・立山アルペン村）（トイレ休憩）　
　　　　　　　　　　　１３：３０　～　　　出発
　　　　　　　　　　　１４：００　～　⑥　富山市月岡町地区の散居村・屋敷林　　　
　　　　　　　　　　　１５：３０　～　⑦　立山町野口地区の散居村・屋敷林　
　　　　　　　　　　　１６：１０　～　　 　野口地区出発(流杉SIC、　呉羽PAトイレ休憩)
　　　　　　　　　　　１７：００　　  　  散居村ミュージアム帰着・解散
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※　時間配分は目安です。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※　降雨の場合は変更もあります。）
７.　　このテキストの内容は、この見学会以外での使用、掲載を禁じます。
８.　　次回の講座案内（前回学習講座テキストでも案内済）
	　　
～となみ散居村の地域財産発見～
　　　　　　「福光疎開時代の棟方志功とその住居の保存」

　　
・と　き　　平成３０年１０月２０日（土）１３時３０分～１７時

講　　　義
バスハイク　　舟岡家、栖霞園、棟方志功記念館など
・講 師  前砺波散村地域研究所員・愛染苑職員　　
堀越　勝　　先生
・定　員　５０名
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用水の歴史
常願寺川は、全国でも有数の急流河川で、この地域の農業用水は、先人達の多大な苦労がありましたが、明治時代にオランダの土木技師、ヨハネス・デ・レーケ（レイク）の合口化の提案を受けて現在の形になってきました。
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合口化へのあゆみ（年表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	元号・年
	西暦
	事　　　　　　　　　柄

	元和 3年
	1617
	常東側仁右衛門用水開削の記録有リ(常願寺川沿革誌よリ)

	寛文 5年
	1665
	寛文5年旧記に左右岸13ヶ所の用水取入ロと各用水毎の水係高の記録有り

	明治24年
	1891
	7月豪雨災害　8月ヨハネス・デ・レーケが来県、その後
常願寺川を調査し、農業用水取水口の合口化を提案　
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	明治25年
	1892
	常西合口用水開削事業として左岸側の合口用水路工事に着手(2月)

	明治26年
	1893
	

	大正12年
	1923
	用排水斡線改良補助規則が公布され、国費50％、県費20％、
地元30%負担の県営事業制度が整った

	昭和11年
	1936
	岡田砂防堰工事を7月に着手(旧内務省)するも、戦費優先で10月には中断

	昭和13年
	1938
	合口化事業叢計画書を県が作成し、農林省耕地課長が現地を視察

	昭和13年
	1938
	県議会が大蔵・内務・農林の各大臣、知事に合ロ化を建議

	昭和17年
	1942
	左右岸一体の合ロ事業を農地開発営団事業として着工(2月)

	昭和22年
	1947
	農地開発営団の廃止に伴い、合口事業を農林省直轄事業として継承(10月)

	昭和24年
	1949
	常東右岸用水路を建設省直轄の常願寺川右岸改修付帯工事として着工(5月)

	昭和27年
	1952
	国営常願寺川農業水利事業が完了(総事業費約3億4千万円)

	昭和31年
	1956
	国営事業下流部右岸側の常東合ロ用水路が完成(総事業費約1億3千万円)

	昭和58年

	1983

	常西合口用水は、昭和17～28年に整備されたが、老朽化による漏水等のため、昭和58年～平成5年改修

橫江の頭首工で常願寺川の河川水を取水、約3.5㎞下流の岩峅寺で、常願寺川左岸を潤す常西用水と常願寺川右岸を潤す常東用水に等分に正確に分流され、肉眼的にもはっきりと分かるように工夫されていている。右岸で分かれた水は、左岸へ左岸連絡水路橋を渡る。用水を渡すだけの橋である。
　







　



・横江頭首工
	区　分
	工　種
	
	内　　　容

	横江頭首工
	頭　首　工
	
	型　式　直線重力式フローティングタイプ
堤　長　１４４.３ｍ
堤　高　１４.１ｍ

	
	取　水　工
	
	径　間　　３.６ｍ　×　６門
取水量　１８.８９ｍ3/S
４６.５３ｍ3/S（小俣発電所停止時）
沈砂池　　１式

	
	魚　道　工
	
	傾斜式導壁型魚道（魚道幅１.３ｍ）

	
	管理事務所
	
	操作室、操作機器等　　１式








午後の部　屋敷林調査　月岡町～野口
　
常願寺川中流域に見る散居村の展開と変貌
平成2年度、砺波郷土資料館が事務局として、県内の研究者や屋敷林に関心を寄せる方々を糾合して富山県散村屋敷林研究会が組織され、県内で散居村形態を有する地域において屋敷林の形成状況の現況調査を行っている。
　県内の散居村全域を対象地域とし、航空写真により比較的散居村形態が安定していると見られる地域を選定し、調査選定集落に対するアンケート調並びに良好な屋敷地に対する立ち入り踏査を行ったもので、当時の資料はまとめられて砺波散村地域研究所研究紀要に掲載されて残っている。
　今回、常願寺川及びその流域を見学するに当たり、当時の調査地区として選定された左岸の富山市月岡地区、右岸の立山町野口地区で、当時踏査された屋敷地を約30年振りに再訪し、周辺環境の変化とともに屋敷地内の樹相の特徴とその変化を見学する。
　以下、当時の報告書からの見学屋敷地の抜粋要約部分を掲載する。

⑥　富山市　月岡地区
富山市南部で、常願寺扇頂部から少し下流域に位置する。南・西からの風が強く、その両面に重厚な屋敷林がつくられている。
１．深山宅には、母屋南西部に、樹齢約250年のスギを含むスギを中心とした屋敷林で、全周囲に小川が入り、屋敷の真中ほどに南北に小川跡がみられた。高木層はスギを中心に、ケヤキ、アスナロ、ウラジロガシに加え、カキ3本。その平均直径は34㎝、樹高は17mと高い。数本のスギでは、上部数ｍに衰弱が目立った。亜高木層の樹種数は多く、低木層は少ない。小低木層で、ヤブツバキ、ツツジ、ヒサカキ、ウメモドキ、シロダモ、ケヤキ、ヤブコウジが多い。北面にモウソウチクがケヤキと共生する。
	階　層
	Ｎ
	Ｅ
	Ｓ
	Ｗ
	計

	高木（１０ｍ以上）
	７
	１２
	１５
	４
	３８

	亜高木（９～５ｍ）
	９
	９
	６
	４
	２８

	低木（４～１ｍ）
	２
	０
	０
	１
	３

	小低木（１ｍ未満）
	１１６
	３６
	３１
	１７
	２００

	
	１３４
	５７
	５２
	２６
	２６９


（調査時記録。以下同じ）




２．月岡新神社には、平均直径43㎝、樹高18ｍのセンが8本とスギが混生しており、センは平野部でこれだけの大きさのものは貴重である。（＊160年前の安政大地震
の土石流と関連か）その壮観な社叢内にはタブ、シナ、ウラジロガシなどが入る。
	階　層
	Ｎ
	Ｅ
	Ｓ
	Ｗ
	計

	高木（１０ｍ以上）
	２２
	４
	５０
	６０
	１３６

	亜高木（９～５ｍ）
	８
	０
	７
	１１
	２６

	低木（４～１ｍ）
	０
	０
	５
	１
	６

	小低木（１ｍ未満）
	２６
	１
	７４
	３０
	１３１

	
	５６
	５
	１３６
	１０２
	２９９







➆　立山町　野口地区
　常願寺川右岸の平野中央部に位置し、北陸自動車道の海側にあたる。滑川市、舟橋村、上市町、立山町と海岸線から上流部にかけての常願寺川右岸のなかでは、もっとも安定した屋敷林が維持されている。
この地区は、ケヤキの高木が多々見られ、シロダモも豊富に入っている。全体として、地下水位の高い湿潤な土地のように思われる。

1． 松島Ａ宅には、全方位にスギを主体とした高木層、亜高木層、低木層の各樹種が組み合わさって家屋を包んでいる。高木層はスギ、ケヤキ、アカマツ、クリで、亜高木層はスギ、カキ、カエデ、シロダモ、エノキなどの24種、小低木層にツツジ、ヒサカキ、アオキ、サザンカ、シロダモ、マンリョウなどが入っていた。特に、シロダモが屋敷林全体に成立してことが特徴で、屋敷林内は湿潤に感じられた。
	階層
	Ｎ
	Ｅ
	Ｓ
	Ｗ
	計

	高木（１０ｍ以上）
	４
	９
	１６
	１３
	４２

	亜高木（９～５ｍ）
	１５
	１２
	１７
	１６
	６０

	低木（４～１ｍ）
	５
	３１
	２０
	１
	５７

	小低木（１ｍ未満）
	９７
	９５
	１０７
	１０１
	４００

	
	１２１
	１４７
	１６０
	１３１
	５５９





2． 松島Ｂ宅には、胸高直径９２㎝のケヤキを中心としたところが特徴である。（現在、ケヤキは上部で朽ちている。）その下にカエデ、ヤブコウジ、アオキが入っていた。
	階　層
	Ｎ
	Ｅ
	Ｓ
	Ｗ
	計

	高木（１０ｍ以上）
	２
	７
	１９
	４
	３２

	亜高木（９～５ｍ）
	1
	６
	９
	１２
	２８

	低木（４～１ｍ）
	４
	４
	１６
	２
	２６

	小低木（１ｍ未満）
	１２
	４５
	１９６
	３６
	２８９

	
	１９
	６２
	２４０
	５４
	３７５





富山市月岡地区の散居村の展開状況(空中写真・国土地理院)


立山町野口地区の散居村の展開状況(空中写真・国土地理院)













学習講座　第６回見学会　
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


砺波平野の散居村の生活、歴史、文化、自然、伝統、芸能などの学びを通じて、地域を良く理解することにより、全国に誇れる散居景観の魅力を発信し、将来に向けた望ましい保全につなげる。





（学習講座６－1）





午前の部　主な見学コース図（大場の大転石除く。）





（学習講座６－２）





























「常願寺川の特徴」


①日本一のあばれ川


（典型的な扇状地平野）


②世界屈指の急流河川


（平野部1/100、山間部1/30）


③水源は豪雪多雨地域


（立山室堂の積雪６～８m）


④全国初の農業用水合口事業


（明治26年常西合口用水）


⑤水力発電と共存


（北陸電力㈱）





「常願寺川沿岸用水」


(常東常西合口用水)


・受益面積：７，９０５ha


・最大取水量６１．５６㎥/s


・取水口３ヶ所


横江頭首工


小俣発電所放水口


上滝発電所放水口





「明治以前の用水網」


主な用水開削は


室町時代、江戸時代前期


・左岸（富山市側）に１２ヶ所


・右岸（立山町側）に１１ヶ所


の取入口


流域のほとんどが加賀藩領


左岸の神通川寄りに富山藩領





（学習講座６－３）





「安政の大地震」


安政５年(1,858年) 


推定震度６


マグニチュード７前後


⇒鳶山（立山カルデラ）で


４億㎥の土砂崩壊


うち（２回の大洪水で）


土石流２億㎥が


平野部に流出


死者１４０名


負傷者９,０００名


流出家屋１,６００戸


⇒常願寺川の河床上昇


平野中間部：８ｍ


扇頂部：２０ｍ





（学習講座６－４）





地震にて上流域で河道閉塞が発生。その後二度に渡り大決壊し、土石流となって富山城下を襲った。


上図には当時の土石流の氾濫範囲（図中赤褐色）が描かれている。





「本宮堰堤」


常願寺川の中流部上端に位置し、上流部からの流出土砂を平野部の手前で抑止や調節により土砂災害を防ぐことを目的としており、貯砂量は約500万m3で日本最大級である。堤長107ｍ、堤高22ｍ。登録文化財に登録されていたが、白岩堰堤に追加され「常願寺川砂防施設」として平成29年、国の重要文化財に指定された。


昭和10（1935）年着工


昭和12（1937）年竣工





「常西公園小水力発電所」


常西用水を流れる水を活用し発電を行う「小水力発電所」が見られる。日本の昔からの馴染みの深い水車を再現し、水車を回転させて発電している。水車の直径　6.5ｍ。回転数約4.5回／分、発電量は84.300kwh





「水神社（常西水神社」


常西合口用水が計画着工された明治24（1891）年から50周年を記念して、昭和16（1941）年に、小さな祠の水神社が建設され、その後今日の姿になる。


水神橋は昭和62（1982）年に竣工








（学習講座６－５）





「殿様林」


明和６(１７６９)年 


明和6（1769）年、富山６代藩主「前田利與（としとも）」が、丹波から松苗を取り寄せ水防林として植樹。面積は約６ha。現在は100本ほど残っている。どのくらい植樹したか不明である。昭和19（1944）年ころ、松根油を採るため伐採された。





「佐々堤」と言われる。


天正８年(１５８０年) 


佐々成政が、常願寺川の水害を防ぐため、陣頭指揮で築造した石堤霞提（水をはね返す目的）（底辺40m、高さ10m、長さ100m余り）と考えられている。


右の写真は、常西合口用水路の底に見える佐々堤の上端と言われる。





「巨大水制群」


洪水時、水流の激突から堤防や河岸を保護する。堤防に当たる激しい水の流れを弱め、流れを川の中心に戻す働きがある。


いろいろ形のものがあり、ピストル型、ポスト型など。水勢が強く土砂の流れが速く土砂の流出量の多い、常願寺川には特に大型の水制が設置されている。








（学習講座６－６）





「大場の大転石」


常願寺川扇状地に、直径4～7ｍ（重量100～600ｔ）の巨岩が数多く分布している。大場の大転石（十万貫岩とも呼ばれる。）は特に大きい。安政５（1858）年の大地震による堰き止め湖の決壊による土石流で運ばれたもので、推定400ｔである。








（学習講座６－７）





「ヨハネス・デ・レーケ」


内務省技術顧問（オランダ人技術者）


明治24年８月来県、常願寺川流域調査・計画


◎常願寺川治水計画


①新堤防の築造　


②川幅の拡張


③下流の流路変更（白岩川と分流）


④農業用水の合口化


２年の短期間で工事完成





「高田雪太郎」


内務省から富山県へ派遣（熊本出身）


明治22年～明治29年の８年間


県の技術者として、デ・レーケと


常願寺川改修工事等を担当





常西用水（左岸）の合口化


全国初の農業用水の合口事業


明治25年２月着工～26年６月完成


受益面積約５，０００ha （左岸のみ）


・総延長１２kmの常西合口用水


・鷹泊取水口（現連絡水路橋付近に隧道口）


・上滝砂溜（排砂門）








（学習講座６－８）





（学習講座６－９）





「国営総合農地防災事業」平成21年３月完成


背景：施設の老朽化、常願寺川計画高水流量3,100 ㎥/s→4,600㎥/sに変更（流下断面不足）


・平成11年度～平成20年度横江頭首工、両岸分水工・左岸連絡水路の改修


・事業費１２７億円





横江頭首工


・堤長144.3m ・堤高14.1m


土砂吐ゲート長17m、洪水吐ゲート長37m


・取水工3.6m×6門


取水量18.89㎥/s （小俣発電停止時46.53㎥/s ）


・魚道幅1.3m 長さ400m （高低差16ｍ）





両岸分水工・左岸連絡水路橋


○両岸分水工


・多割式比例分水工（1.8m×14分割）


・分水比５：５
































○左岸連絡水路橋


・三連コンクリートアーチ橋


・延長138m 水路幅6m（道路幅4m）


・通水量19.3㎥/s








（学習講座６－１０）





（学習講座６－１１）





水力発電（北陸電力㈱）との共存


・大正13年県営水力発電所の建設（中地山、松ノ木、上滝発電所完成）


・昭和12年県電気局有峰ダム計画、着工‥‥中断


・昭和26年北陸電力㈱創立（既存発電所等を継承）


・昭和31年北陸電力「常願寺川有峰電源開発計画」を発表





※ 昭和32年12月27日常願寺川有峰発電計画に関する協定書締結


北陸電力㈱、常西用水土地改良区、常東用水土地改良区、富山県知事





・昭和35年有峰ダム完成（発電用ダム）


高さ140m、堤長500m、有効貯水量2億㎥（比較：黒部ダム1.5億㎥ ）


・昭和39年常西合口用水路に、常願寺川第二・第三・第四発電所完成


・昭和60年合口幹線水路に雄山第一、常東合口用水路に雄山第二発電所完成


◎ 現在の常願寺川水系の発電所(北陸電力のみ) ２８ヶ所、８２万kw





（学習講座６－１２）





常願寺川の水利用


• 農業用水7,905ha 61.56㎥/s


• 立山町の上水0.0463㎥/s


• 富山市の上水、工業用水


2.06㎥/s + α


• 発電用水（北陸電力）


 584.08㎥/s


(２８ヶ所、８２万kw）


• 消雪用水0.0064㎥/s


※ 地域用水（多面的機能）


防火用水、消雪用水


景観・生態系保全


洪水防止、地下水涵養


自然学習ほか








調査時の景観





現況





（学習講座６－１３）





調査時の景観





現況





（学習講座６－１４）





調査時の景観





現況





（学習講座６－１５）





現況





調査時の景観





平成８年空中写真





平成１９年空中写真





（学習講座６－１６）





昭和６２年空中写真





平成１９年空中写真





（学習講座６－１７）





（学習講座６－１８）





（学習講座６－１９）





（学習講座６－２０）





（学習講座６－２１）









